




















また，参考までに，両大会の団体上位チームの成績を表 1・表 2に示した。さらに， 1983年
に使用されていた規則（以下，旧ルール）と， 1987年に使用されていた規則（以下，新ルール）
の中で団体演技について改正された部分と本研究に関連のある項目をとりあげて表 3に示した。
表 1 第 1回ワールドカップ (1983年）上位チーム成績
順位 国 名
1 回目 2 回 目
総合得点
合 計 構 成 実 施 合 計
1 ソ 連 19. 75 10.00 9.90 19.90 39.650 
2 ブルガリア 19.65 9.80 9.95 19. 75 39.400 
3 日 本 19.175 9.75 9. 80 19.55 38. 725 
4 ス ペ イ ン／ 19.20 9.70 9.80 19.50 38.700 
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表 2 第13回世界選手権大会 (1987年）上位チーム成績
輪とボール ボ Iレ
順位 国 名
構成 実施 合計 構成 実施 合計
総合得点
1 ブルガリア 10.00 10.00 20.00 10.00 10.00 20.00 40.00 
2 ソ 連 9.90 9.40 19.30 10.00 9.90 19.90 39.20 
3 中 国 9.90 9.70 19.60 9.90 9.15 19.05 38.65 
3 ス ペ イ ン／ 9.90 9.55 19.45 9.90 9.30 19.20 38.65 
5 日 本 9.80 9.55 19.35 9.80 8.90 18.70 38.05 
表 3 ルール改訂表
項 目 旧 Iレ Iレ 新 Iレ Iレ
フォーメーション 6 回 以 上







難 度 中級難度 6回以上・高級難度 2回以上
左手での難度 3回以上 単一手具に限り 1回
猿 技 時 間 2分 30秒から 3分 2分から 2分 30秒
伴 奏 音 楽 単一の楽器で演奏者は一名 数種の楽器・オーケストラ
II. 結果と考察
1. 7ォーメーションについて





れているのが特徴である。例えば，図 1 のフォーメーション（以下， F で表わす） 8•16•17






















































































































































角 人 人 の
計
演技時間
縦横斜 縦横斜 型 型 組 組 団 他
旧 1 1 1 
゜
1 4 4 2 2 
゜






6 4 2 2 3 
゜
6 24 















れるものが10回もある。例えば，図 4のF1 • 4 • 5 • 6 • 8 • 9 • 10 • 13 • 14 • 15である。これら
の隊型は，他の国にみることのできない工夫されたものと思われるが， F1のそれぞれの動き，











保 持 計投 っ
床上 体上 計
旧 25回(41%) 8回(13%) 5回 6回 11回(18%) 17回(28%) 61 
ブルガリア
新 11回(31%) 8回(23%) 4回 6回(17%) 10回(29%)2回 35 
旧 18回(45%) 4回(10%) 6回 7回 13回(32.5%) 5回(12.5%) 40 
ソ 連
新 12回(46%) 2回(7%) 9回(35%) 3回(12%)2回 7回 26 
表 6 徒手要素
ミ バランス 回 転 跳躍 柔軟 ステップ 準アクロ 計ノ、̀ ッ 卜
旧
5回 8回 8回 0回 13回 2回
36 (14%) (22%) (22%) (0%) (36%) (6%) 
ブルガリア
新
2回 5回 5回 3回 11回 1回
27 (7%) (18.5%) (18. 5%) (11 %) (41%) (4%) 
旧
1回 5回 7回 4回 9回 2回
28 (4%) (18%) (25%) (14%) (32%) (7%) 
ソ 連
新
2回 2回 3回 5回 5回 3回









































： ブルガリ ア ソ 連旧 新 旧 新
交換数（高級の交換数） 19回 (4回） 9回 (2回） 11回 (4回） 6回 (1回）
a．投げと投げ ， 回 3 回 5 回 5 回
ノ又， ‘ b．投げところがし 4 回 4 回 2 回
゜
回




















































回 1 回 1 回







②回転＋保持 ②回転＋保持 ②保バ持ラ・ ンス＋
交換以外による ③回転＋保持 ③跳躍＋投げ ころがし
高級難度 ④屈＋保持 ④屈＋ころがし ③座＋ころがし
し
⑤バランス＋保持 ⑤ 屈＋投げ ④回転＋保持
⑥跳躍＋保持 ⑥ 屈＋投げ
①投げ（中級） ①回転（＋高保級持） ①跳躍＋投げ） ①バランス＋ころ
（高級 がし（高級）
左 手 の 難 度 ②バランス＋ ②跳躍＋投げ） ②バランス＋
（難度のレベル） 保持（高級） （高級 保持（中級）





あお向けになって受ける。③ 2人がボールを 2個ずつ持ち，次々に投げる。以上 3つであるが，
これらは，どれも半数以上の選手が両手受けをしたために中級難度と判断した。これに対し，








て分類される 4 • 2や 5 • 1の隊型が多く団体としてのまとまりがなかった。
2. 技術内容について
手具要素・徒手要素の数は隊型の数と同様，旧よりも新の方が少なくなっていた。ブルガリ
アは新旧共に投げを多くとり入れており，旧においては，柔軟の運動が 1つもなかった。ソ連
の旧では，手具・徒手共に良く配分されていたが，一方新では，徒手要素が極端に少なくなっ
ており， ソ連独自の動きがみられなかった。
3. 手具交換と難度について
旧において，ブルガリアの交換数は大変多いが，難度に関して充分な構成がなされておらず
これは減点の対象となるべきである。その点，ブルガリアの新とソ連の旧はそれぞれのルール
に則って手具交換，難度共によく考慮し，構成されていた。ソ連の新では，交換における高級
難度について明確に実施されておらず，交換の方法も投げばかりにかたよっていた。
以上，本研究によって，ブルガリアとソ連における 6つのボールの団体演技構成の分析・比
較が明らかにされた。今後，団体演技における構成面では，各国のチームが新ルールを充分に
理解し， 1つ 1つの項目におけるルール（条件）を充分に満たしていくことが必要であると考
えられる。
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